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第 180号 平成 31年 3月
　
「
新
し
い
時
代
へ
」
あ
り
が
と
う
「
平

成
」

　

岐
阜
県
関
市
平へ

な
り成
地
区
（
旧
武
儀

町
）
は
関
市
東
部
に
あ
る
山
あ
い
の
小
さ

な
集
落
で
す
。
一九
八
九
年
、
新
た
に
発

表
さ
れ
た
元
号
「
平
成
」
と
日
本
で
唯

一
、
同
じ
漢
字
の
地
名
で
あ
っ
た
た
め
、

平
成
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
空
前
の

「
平
成
フ
ィ
ー
バ
ー
」
が
勃
発
し
ま
し
た
。

わ
ず
か
九
世
帯
、
人
口
三
十
五
人
の
集

落
は一躍
脚
光
を
浴
び
、
全
国
か
ら
多
く

の
人
々
が
訪
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
平
成

村
の
立
村
や
「
平
成
」
の
名
を
冠
し
た

イ
ベン
ト
開
催
や
商
品
開
発
な
ど
、「
平

成
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

■
道
の
駅
「
平へ
い
せ
い成
」

　

平
成
八
年
に
は
道
の
駅
「
平
成
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
年
間
六
十
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
る
観
光
地
に
変
貌
し
ま
し
た
。

地
区
の
特
産
品
は
原
木
シ
イ
タ
ケ
、
元
々

特
産
品
で
あ
っ
た
も
の
が
世
に
出
て
更
に

売
れ
る
よ
う
に
な
り
、
椎
茸
茶
、
シ
イ
タ

ケ
ス
ナ
ッ
ク
か
ら
椎
茸
カ
ツ
丼
な
ど
の
多

く
の
新
商
品
が
開
発
さ
れ
恵
み
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

■
平
成
こ
ぶ
し
街
道

　

道
の
駅
「
平
成
」
は
、
美
濃
と
南
飛

騨
を
結
ぶ
県
道
五
八
号
線
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
県
道
は
「
関せ

き
か
な
や
ま

金
山
線
」
又

は
「
平へ
い
せ
い成
こ
ぶ
し
街
道
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
お
り
、
沿
道
に
は
多
く
の
「
こ

ぶ
し
の
木
」
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
春
先

に
は
真
っ
白
な
こ
ぶ
し
の
花
が
見
頃
を
迎

え
、
こ
の
道
を
通
る
多
く
の
人
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

■
平へ

な
り
や
ま

成
山
（
三
八
一
㍍
）

　

山
頂
へ
は
往
復
一時
間
程
度
で
登
る
こ

と
が
で
き
、
手
軽
な
登
山
が
で
き
ま
す
。

途
中
の
平ひ

ら
ほ
ら洞
か
ら
は
素
晴
ら
し
い
景
色
が

見
ら
れ
ま
す
。
四
月
三
十
日
（
平
成
最

後
の
日
）
ま
で
に
平
成
山
に
登
って
み
ま

せ
ん
か
！

　

今
、
新
元
号
への
改
元
を
間
近
に
控

え
、
日
本
の
中
心
・「
平
成
」
の
地
か
ら

「
平
成
時
代
」
への
愛
と
感
謝
を
伝
え
る

「
あ
り
が
と
う
！
平
成
時
代
」
と
銘
打
っ

た
数
々
の
イ
ベン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
月
に
は
、
平
成
最
後
の
日
の
入
り
を

見
る
催
し
も
計
画
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
平

成
最
後
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
県
内
外
か

ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
終
わ
り

ゆ
く
平
成
時
代
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に

「
平
成
ラ
ス
ト
フ
ィ
ー
バ
ー
」
を
迎
え
ま

す
。
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平洞からの眺望（左奥は御嶽山）

道の駅「平成」平成こぶし街道のこぶしの花

道の駅「平成」入口です
関ＩＣ

富加関ＩＣ
東海環状自動車道関駅

美濃市駅

美濃ＩＣ

美濃関
JCT

★
平成

◆
ア
ク
セ
ス

○�

東
海
環
状
自
動
車
道
「
富
加
関
Ｉ

Ｃ
」
よ
り
約
十
分
、
県
道
五
八
号
線

「
関
市
街
地
」
よ
り
約
二
十
分


